今月28日から、いよいよ地方の高速道路乗り放題1,000円制度が始まる。ETC限定という事でカーショップ等はETCの購入・取り付け依頼が殺到し、大童の様子である。しかし、この制度は、本当に大丈夫なのだろうか？この制度、導入に合わせETCゲートを増やした話は聞こえて来ない。ETCでは、速度を落とさずに突入する車が多く、事故が結構起きていたため、一昨年頃から開閉のタイミングをずらし、時速20km以下で通過する様に改造されたはずである。「休日」絞られ、さらにETCに絞り込み、低価格にすると、電車等の移動から車に変更する人が増え、休日の高速道路は収集がつかない状態になる事が心配されるが、どうだろう。事故も増えるだろうし、今「低価格」になる事だけで、一喜一憂している国民だが問題のある状況になると、手の平を返して国の無策を問題にする可能性も無きにしも非ず、である。政治は、国民に媚びを売り選挙結果を有利運ぼうとするのではなく、長期ビジョンにたって国を良くする事を考えてほしいものでる。高速道路1,000円化になった時、「0円」の道路の方が早くて安全だったり、したら皮肉なものである。 

＜個人的には、従来の渋滞より遥かに酷いものと予測されるので、休日は移動したくない。また、移動するとしたら、一般道を多く使うかもしれない。＞
